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優良工事表彰式塩川第2砂防堰堤本体工事 完成写真

昨年9月4日の非常に強い勢力の台風21号が日本に上陸し大鹿村内にも甚大なる被害をもたらしました。工事現場周辺の
河川は塩川とカンバザワ上流から流出した土砂で完全に埋まっており、大量の水はその堆積土砂や村道の上で濁流となっ
ていました。増水がおさまり、その堆積土砂を撤去しながら、現場へと通じる工事用道路の構築が必要でした。堆積土砂
撤去は工事車両が侵入できるルートを確保しなければできない。また、搬出ルートも紆曲した村道を下り国道へ向かうた
め安全に運行するためには搬出ダンプ台数もある程度に制限しました。普段とは少し違う緊張を持って諸条件を満足しな
がら工事を行いました。

この度、名誉ある表彰を受賞でき大変嬉しく思います。この素晴らしい賞を得ることができましたのも、地元のみなさま
のご理解とご協力、また発注者のおよび協力会社みなさんにサポートして頂いたおかげであったと心から感謝致しており
ます。今回の受賞に慢心することなく、これからも地元地域に貢献できるような企業となれるよう日々精進していきたい
と思います。

大鹿村、中川村の村境の滝沢では大鹿
村道滝沢線を利用し、滝沢第2砂防堰堤
では週に3回ほどの生コン打設（生コン
車約7台）、小渋川除石工事では土砂搬
出（ダンプトラック約10台）と多くの
大型車両が走行しています。
村道には待避所の設置も困難なため県
道59号の滝沢橋に大型車両が待機する
ことが懸念されました。待機車両のない
よう生コン打設日は、村道交差点より
約2.5km先、東山トンネル入り口に無線
連絡員を配置し滝沢関係車両が通過の
際に交通誘導員に連絡する体制をとっ
ています。上り車両優先で誘導するこ
とにより県道への待機車両がないよう
努力しています。今後も住民の皆様に
配慮した現場になれるように努力して
まいります。

無線連絡員配置

生コン車通過。

了解。

※無線はデジタル無線機（登録局）モデルを使用しています。

木下建設（株）

平成30年度天竜川水系

滝沢第2砂防堰堤工事
進捗率：25％

神稲建設（株）

平成30年度天竜川水系

小渋川除石工事
進捗率：23％

小渋川砂防出張所管内の7現場では、帰省される方や観光客の皆様が多くなることから、河川の濁りや大型車両の
通行でご迷惑をお掛けしないため、8月10日（土）より8月18日（日）まで現場を休みとします。


